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輝く瞳 燃える情熱　～若人の夢 この北の大地に～

23 日 (土) ： 50 ～

コート 第 5 試合

－

－

－

( ) － ( )

山田　秀剛(南幌)

№ 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ № 得点 ３Ｐ ２Ｐ ＦＴ 反則 【トーナメント戦績】
4 11 1 2 4 4 16 1 5 3 3 　 61 40

5 15 0 6 3 5 3 0 1 1 4 73 42

6 3 0 1 1 6 7 1 2 0 1

7 8 0 3 2 7 8 2 1 0 1 69 25

8 8 13 1 5 0 4 35 59

9 4 0 1 2 9 9 1 3 0 3

10 24 0 11 2 10 0 0 0 0 2 32 54

11 4 0 2 0 11 50 33

12 0 0 0 0 12 6 80

13 0 0 0 0 13 33 73

14 14 0 0 0 0 0

15 0 0 0 0 15 7 1 1 2 4 44 59

16 16 71 80

17 17

18 4 0 1 2 18 63 63

73 1 27 16 63 7 18 6 22 35 47
松山南第二中(愛媛)

石山中(新潟)

東京成徳中(東京)

純心中(長崎)

樟蔭東中(大阪)

　【戦評】

【試合結果】
女子 決勝トーナメント（２回戦）

　関東１位の成徳中対近畿１位の樟蔭東中プライドをかけての一戦。ともに持ち味を出し切り勝
ち上がってきた。勝った方がベスト４に進出、高さとスピ－ドの成徳中、ねばり強いディフェン
スとスピ－ドの松陰東と注目の戦いである。
　１クォ－タ－、成徳中はハ－フコ－トマンツ－マン、樟蔭東中はオ－ルコ－トマンツ－マンで
スタ－ト。成徳中が高さとスピ－ドを生かし序盤優位にゲ－ムを進める。高さのない樟蔭東中は
それをカバ－しようと必死にディフェンスをするがファウルトラブルに苦しめられた。２６－１
２、成徳中が１４点リ－ドで終了。
　２クォ－タ－、持ち前のねばり強いディフェンスから早い展開に持ち込む樟蔭東中が流れを呼
び込む。成徳中は、＃４有山が判断よくゲ－ムメイクし仲間の良さを引き出していく。＃１０天
野が高さと走力を生かしゴ－ルを決めていった。終盤、樟蔭東も＃８広倉＃４上蔀がスピ－ドと
シュ－ト力を生かし得点するも、成徳中４１－２９樟蔭東中で前半終了。
　３クォ－タ－、成徳中＃１０天野が次々と得点しリ－ドを広げる。＃５川村＃６板坂の粘りあ
るディフェンスが見事である。成徳中の集中は途切れることがなかった。樟蔭東中は相手の高さ
を意識しながらも、果敢にゴ－ルを目指し攻め続けた。６２－３１と成徳中が大きくリ－ドし終
了。
　４クォ－タ－、樟蔭東中の怒濤の攻めが始まった。＃７姫野の連続３Ｐ、＃４上蔀の意地の
シュ－トが次々と決まり１０点差まで追いつめた。負けはしたものの、スタメン４人が１５０ｃ
ｍ代のスモ－ルチ－ムの大躍進。見ている多くの者に小さくても「これだけできる」という勇気
を与えてくれた。さわやかに力一杯戦った樟蔭東中に大きな拍手を送りたい。成徳中は頂点に向
け一歩前進。一戦一戦、持ち味を生かし戦ってほしい。

日　時 　　平成１５年８月 14

会　場 　北海道立総合体育センター（きたえーる）
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【個人トータル表】
東京成徳(東京) 樟蔭東(大阪)

氏　　名 反則 氏　　名

川村　美穂 1 森上　沙知

有山　景子 3 上蔀　麻衣
井川中(秋田)

愛宕中(北海道)
山田　茉美 1 姫野　愛

板坂　優貴

大治中(愛知)

1 遠藤　郁佳
折尾中(福岡)

光山　慈能 1 泉野　由香

津野田　麻恭 広倉　千夏
帯広第四中(北海道) 猪子石中(愛知)

2 滝澤　綾佳
盛岡白百合中(岩手)

天野　佳代子

冨田　夕貴 0 高田　美紗子

長谷川　香奈 1 松浦　由依

片山　浅美 0 青木　綾花
東海大付翔洋中(静

岡)

広倉　綾乃
塚口中(兵庫)

川鍋　早紀 1 薮田　早紀

藤澤　美里

中道　麻衣

本山　純子 牧野　由香
深江中(長崎)

間宮　佑圭

合計 12 合計

1 檜原　亜衣
北星学園中(北海道)

河合　弥耶


